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ボルトアレグレ神殿の定礎式に参加する

教会指導者と会員たち。

写真/大管長会事務局の厚意により掲載

ブラジル･ボ ル トア レグ レ神殿

12月17日 に奉 献 され た ボル トア レグ

レ神 殿 は現 在儀 式 を執 行 している102番

目の神 殿 とな り,2000年 に奉 献 され た

最 後 の神 殿 となった。｢こ の神 殿 地域 で

増 え続 けている聖徒 たちに祝 福 が与 えら

れて,彼 らが あな たの宮 に参 入 す る資

格 を得,ま たそのふ さわ しさを持 ち続 け

ることがで きます ように。 … … この偉 大

な国 家 ブ ラジル にあ なた の祝 福 が 注 が

れます ようにお祈 りします｣と ヒンクレー

大管 長 は奉 献 の祈 りの 中で述べ た。

ヒンクレー大管 長 とファウス ト副 管 長

を奉 献 式 に迎 えたの は,七 十 人 で,ブ

ラジル南 地域 会 長会 のJ･ケ ント･ジョリ

ー長 老
,ア トス･M･ア モ リム長 老,ア デ

マー ル･ダ ミアニ長老 である。

神 殿 の奉献 式 には7,500人 以上 の末 日

聖 徒 が 出席 した。 この神 殿 は市 内 を見

下 ろす なだらか な丘 陵地 の美 しい地域 に

建 て られて いる。12月2日 か ら9日 まで

開かれ た神 殿 の オープ ンハ ウスには2万

5,000人 以上 の訪 問者が 詰めか けた。

フ ァウス ト副 管 長 は奉 献 式 で,宣 教

師 としてボル トァ レグ レに到 着 した とき

の様 子 を語 った 。 当時,教 会 員 は全 市

で わずか6人 を数 えるのみ だった。 その

中に1938年12月17日 にバ プテスマを受

けた 若 きオル ガ･ビ ング･ビ ー フル が い

た。彼 女 が 夫 とともにボ ル トア レグレ神

殿 の奉 献式 に出 席 したの は,彼 女が バ

プテスマ を受 けてか らち ょうど62年 目に

当 たる。 ビー フル 姉 妹 は 自分 の 住 ん で.

いる町 に神 殿 がで きた ことに喜 び と驚 き

を表 していた。

プエル トリコでの集 会

ヒンクレー大 管 長 はブラジルに向か う

途 中,12月13日 にサ ンフアンに降 り立

った。 これ は大 管 長 にとって初 め ての プ

エル トリコ訪 問 となる。遠 くは合 衆 国領

バ ー ジ ン諸 島か らや って来 た約3β00人

の会 員 たちは ヒンクレー大 管 長 とフ ァウ

ス ト副管 長の言 葉 を聞 くために大 円形 会

議 場 に集 った。 ほか に七 十 人 で,北 ア

メ リカ南 東 地 域 会 長 会 の 会 長 と第 一 副

会 長 を務め るリチ ャー ド･D･オ ール レッ

ド長老 とゴー ドン･T･ワ ッヅ長 老,プ エ

ル トリコ･サ ンフアン伝 道 部の デ ィー ン･

M･デ ービス部 長が話 を した。

ヒンクレー大 管長 はイエ ス･キ リス ト,

預 言 者 ジ ョセ ブ･ス ミス,回 復 につ い て
あかし

証 を述 べ た。｢わ た しが 皆 さんの前 に立

って,こ の偉 大 な大 義 と王 国 の真 理 に

つ いて証 を述 べ たこの集 会 を忘 れること

のない よう,希 望 し祈 って い ます｣と 大

管 長 は語 った。｢わ た したちの永 遠 の父

なる神 は生 きてお られ ます。 イエスは生

ける神 の御子 キリス トです｣。

大 管 長 は また,神 殿 に参 入 す るため

にふ さわ しく生 活 す るよう会 員 たちに強

く促 して いる。｢今 晩 ここに集 ったす べ

ての男 女 に 申 し上 げ ます。 主 の 宮 に行

くことがで きる 日の ために準 備 して くだ

さい。皆 さん はそ うしなけ れば ならない

のです 。 神 殿 の儀 式 なしに福 音 は完 成

され ませ ん。｣

ファウス ト副 管 長 はもっと多 くの専 任

宣 教 師 を送 り出 す よう求 める とともに,

母 親 に対 して息子 たちを伝 道 に備 えるよ

う要 請 した。｢幼 い わた したちの心 に母

2000年 におけるヒンクレー大管長の足跡

､20難 轟1峯;醗1董 曇
な出来事 が多 かったこの1年 の 中で,大

管 長 は90歳 の誕 生 口を祝 い,新 た に建

設 され た2万1,000席 を有 す るカ ンフ ァレ

ン ス セ ン ター を奉 献 し,著 書 の 『譲 れ な

い何 か の た め に.』(5亡aηd加gfbrsome一

亡hfηg･)がア メ リカ 国 内 で ベ ス トセ ラー と

リアホナ/2001年5月 号

z

が しみ込 ませ た信 仰 に より,フ ァウス ト

家の5人 の息子 は全員 伝 道に行 って,神

殿で結 婚 しました｣と語 った。

櫛管解 罵
が懸 轍 ボ μ

護 贈

i肱 冨1響

八ア 》ソティーでの説敦を終λ ⊂干 せ振 台

ヒンクレー大管 長に喜 びを表す約4,500人 の

会員たち。大管長は彼らに｢こ こに神殿が

建てられる 日が来るでしょう｣と語 った。

写真/大管長会事務局の厚意により掲載

1霊

'　 .

._.帥 濁 雨

麟

な り,15か 国 以上 を訪 問 し,教 会 の会
ま

員数 が1,100万 人 を超 えるのを 目の 当 た

りにし,教 会 の100番 目の神殿 を含 めて

21の 神殿 を奉 献 した。 以 下 は,大 管 長
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か にはしませ ん。｣

改宗 して7年 になるエ ス トニア･タ リン

地 方 部 タル トゥ支 部 の マ リ･テ ィマ コフ

は,自 分 の母 国 語 で初 め てモ ルモ ン書

を読 ん だ ときの気 持 ちを次の ように話 し

た。｢わ た しはエス トニ ア語 で モル モ ン

書 を読 める 日が 来 るの を待 ち続 けてい ま

した。 自分 が手 に しているこの本 は,ど

のペ ージ も天 か らの勧 告 であふれ,し か

もそ れが 母 国語 で記 され ているのです 。

これ はほんとうに驚 きです。｣

母 国語 の モル モ ン書 を手 にす る喜 び

はエ ス トニアもエチオピアも一様 である。
き よう

｢今 日,わ た しは最初 のエ チオ ピアの教

会員 で初 めて,ア ムハ ラ語 でモルモ ン書

を受 け取 りました 。 これ ほ どうれ しい こ

とはあ りませ ん｣と,ア デ ィスアベ バ 支

部 の支部 長で あるゲ メチュ･ワ リヨ･ゴヤ

磁

,
鍵

陳

憶

勲/

/

繭

エチオピアでアム八ラ語の初版 を受 け取 った

数時 間後,家 族 にモルモン書を見せる

アディスアベバ 支部のゲメチ ュ･ワリヨ･ゴ ヤ支部長。

｢すばらしいことですよ｣と 支部長は言う。

写真/レ ックス･ウ ォーカー

は2001年1月 に語 った。｢わ た しが初 版

を一緒 に翻 訳 した会 員たちに配 ると,皆

飛 び上 が って歓 声 を上 げ ま した。 家 に

モルモ ン書 を持 ち帰 ると家族 が急 いで集

まって来 て,互 いにアムハ ラ語 で読 み合

いました。す ば らしい ことです よ。｣

会 員を強 め,伝 道活 動 を支援 する

島 国のマ ダガス カル民 主 共 和 国 に初

のステー クが最 近設 立 され た,マ ダガス

カル･ア ンタナナ リー ボステークのステー

ク会 長 である ドミニク･ア ン ドリアマナ ン

トアは,2000年2月 にマ ダガスカル語 の

モルモ ン書 が発 売 され てか らすで に地元

の会員 数に変化 が生 じてきた と言 う。

｢以 前 は会 員 の定着 に問題 があρたの

です が,今 は人 々が モ ルモ ン書 に根 ざ
あかし

した証 を持 てるように なったため,よ り

本 質的 な改心 をす るようにな りました｣と

ア ンドリアマ ナ ントア会 長 は言 う。 ア ン

ドリアマ ナン トア会長 によれ ば,人 々が

モルモ ン書 を読 み,教 義 を理解 す るよう

にな ったため,地 元 の指 導 者 が 強 め ら

れ,よ り多 くの会員 が集 会 に参 加す るよ

うになった。

テ ィマ コフ姉 妹 は,エ ス トニアで も同

じことが 起 こっていると言 う。｢わ たした

ちは今で はモ ルモ ン書 を開 いてす ぐに読

んだ り,聖 句 を話 の 中で参 照 した りす る

ことがで きます 。 日曜学 校 でモルモ ン書

の教 えを声 に出 して読 むの を楽 しく聞 く

こともで きます 。数 年 前 は『エス トニ ア

語 しか分 か らないので 結構 で す 』と言 っ

肇

胤

難

蕪
《

馨

鋪噸
難 慈 轡懸

　

暴 一

簸 耀

蝉ご:

｢モルモン書が読めるようにな ったなんて

信じられません｣と

スワヒリ語訳のモルモン書を受 け取 った後,

タンザニアの求道者 ヒルダ･チ ャール ズは語 った。

写真/グ レン･B･グ ッドリッチ

たであ ろう人 たちにモルモ ン書 を渡 す こ

ともで きます。 大切 にしたい祝福 です 。｣

そ して去 年の秋 にスワヒリ語 の完訳 版

が 出版 され たタンザ ニアでは,チ ャンゴ

ンベ支 部の ウィリアム･ジ デ メ支 部長 が,

次の ように言 う。｢完 全 に内容 を理 解 し

なが ら家 族 全 員 に モル モ ン書 を読 ん で

聞か せ るこ とが や っとで きる ようにな り

ました。 ほん とうに感 謝 してい ます 。｣

モ ル モ ン書 が 非 常 に多 くの 言 語 に翻

訳 されたため,こ れまで は求道 者 にモ ル

モ ン書 を配布 で きなか った地域 で,伝 道

活 動 が成 功 する可 能性 が 高 くな る。｢モ

ルモ ン書 が読 め るようになったなんて信

じられ ませ ん。ほん とうにうれ しいです｣

とチ ャンゴンベ 支部 に集 う求道 者 のヒル

ダ･チ ャールズは話す 。

エチ オピアで働 いてい るあ る宣教 師 は

ゴヤ 支部 長 に次 の ように言 った。｢わ た

したちの責 務 はこれか ら一段 と多 くな り

ます 。｣□

司
1
.-

オーストラリアの会員たち,東ティモ･一ルの人々を援助する

00年12月,オ ー ス トラ リアの 教 会

20 員 はともに協力 して,東 テ ィモー

ルの 人 々に クリスマスの救 援 パ ッケージ

を贈 った。 菜 園 用道 具,食 糧,衣 類 か

ら成 る8万5,000キ ロの 貨 物が シ ドニー

か ら東 ティモ ールへ 送 られた。

この援 助 は,オ ース トラリアの教 会役

員 か ら,東 ティモ ール 国 家 評 議 会議 長

で 国 際平 和 維 持 軍 に よる物 資 の配 給 を

監督 するザ ナナ･ガ スマオに贈 られた。

オース トラリアの会 員 たち はパ ッケー

ジの一 部 として,子 ども用 の新 しい衣類

や古 着 約10ト ンを寄付 し,菜 園用 道 具

と食 糧 はオー ス トラ リア,ニ ューサウス

ウェールズの グ リフィスにある教会 福 祉

農 場か らの基金 で購 入 した。

｢こ れは東 ティモ ール の 国民 に とって

大 きなクリスマス プレゼ ントです｣と ガス

マ オ氏 は語 り,栽 培 用 の道 具 に対 し特

別 な感 謝 の意 を表 した。｢飢 えた人 々に

食 糧 を与 えるの もよい ことです が,最 も

よい のは彼 らに栽培用 の道 具 を与 えるこ

とにより,そ れを用い て 自分 で作物 を育

て,自 給 自足 できるようになることです｣

と語 った。

教会 は今 年 初 め,東 テ ィモー ル難 民

へ,衛 生 用 品 キ ッ ト,食 糧,衣 類 を含

む人道 的援 助 を別 途提供 している。 □

襲

オース トラリアの会員たちから送 られた人道的

援 助物資を東ティモール住民が下ろす際,

手 助けをするオース トラリアの教会役員。

写真/オ ーストラリア/太 平洋広報部の厚意により掲載

リアホナ/2001年5月 号
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アロン神権者の心得

こん にち

管 理監 督会 お よび中 央若 い男 性会長 会

00年ll月12日 に行 われ たフ ァイ

20 ヤサ イ ドで ゴー ドン･B･ヒ ンクレ

ー大 管 長 は
,教 会 の青 少 年 は大 きな 困

難に直面 していると述べ ました。しか し,

これ らの問題 はこれ まで の世 代が 直面 し

て きた問 題 よりも克服 しや すい もので あ

り,そ れ は今 日の 試練 には個 人 の行 動

に 関す る決 断 の要 素 が 多 分 に含 まれ て

い るか らで あると説 明 しました。青 少年

は一 度ふ さわ しい行 動 を しようと決 断す

れ ば,問 題 を克 服す ることがで きるので

す(｢若 人へ の預 言者 の勧 告 と祈 り｣『リ

ア ホナ』2001年4月,30-41参 照)。 正

しい選 択 をす るため に神 か ら授か った選
たまもの

択 の 自 由の 賜 物 を賢 明 に行 使 す るこ と

で,青 少 年 は今 日の世 の試練 にうまく対

処す ることが で きるのです。

ヒンクレー大管 長 は青 少年 が試練 を克

服 できるよう,6つ のBを 提 案 しました。

■感謝 する入 にな りましょう。青 少年

は心 に感 謝 の気 持 ち を抱 い て生 活 すべ

きで す。 両 親,友 達,そ の ほか助 けて

くれ る人 々に感 謝す るべ きです。 そ して

祈 りの中で神 に感謝 を示 して ください。

メルキゼテリ神権者の心得
大管 長会 お よび十 二使徒 定員 会

00年10月7日 に行 われた一般 大会

20 の神権 部 会にお ける父 親へ のメッ

セ ージの 中で,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク レー

大管 長 は,父 親 の幸 福 とい う面 か ら考え

ると,子 どもた ちの行 く末 が どうなるか

とい うことほ ど,深 い影響 を及 ぼす もの

は,何 もあ りませ ん と語 りました(｢あ な

たの子 らの平 安 は深 い｣『リアホナ』2001

年1月 号,61-68参 照)。 ヒンクレー大

管 長 は,教 会 の青 少 年 も,自 分 たち を

取 り囲 む諸 悪 に対 抗 す るため に両 親 の

助 けを必 要 としている と強調 し,両 親 が

主 の方 法 によって子 どもたちを教 えるよ

う提案 しました。 実 に,両 親 には光 と真

理 の 中で子 どもたち を育 て るようにとい

う神 聖 な戒 め が与 え られ て い るので す

(教義 と聖約93:40参 照)。 定員会 および

グループの リー ダーは,定 員 会や グルー

にち

日の試練を乗り越える
■幻1性を傭完 た入 にな りま しよう。

青 少 年 の選 ん だ分 野 が どの ような

ものであろうとも,青 少年 はで きる

か ぎり高 度の教 育 を受 けられ るよう

になるため,犠 牲 を払 うべ きです 。

■清 い人 にな りましょう。 青 少年
み な

はポル ノグ ラフィー,神 の御 名 をみ

嘘艘墜塾
璽麟醗 騒

･灘･… 繭こ 灘･

騨 職､鐸 一

量 恥鎧 灘肇罫1

-

蝕
鎌__罰L

韓
距

藝

甕 き

だ りに唱 える こと,不 法 な薬物,

的 な娯楽,入 れ墨,ボ デ ィーピアス(女

性が 耳 に一組 ずつ のピアスをす ることは

破 滅 撚 　
瓢1鷺諺1

懸 灘 一… …E蟹..
_二逗砺曜律鷺吊

.蹴 …観'醗

墜

.･1,

戴 ア

騨{…"繁蹴i･

.購騨ll･･

例外 として認 め られ る),早 い時 期 か ら

。 鱒 羅 竃躍 _
r_詔_n内 囁

のデ ー ト,そ してあ らゆる種類 の性 的 な 監 督,若 い男 性 の会 長 会,そ してそ

罪 を避 けな くてはな りませ ん。 また青少 の ほか の アロ ン神 権 指 導 者 は,若 い男

年は良い影響を与えてくれる友人を選ぶ 性 と定 員 会,日 曜 日の夜 の話 し合 い,

べ きです。 そ のほか同様 の集会 の場 で ヒンクレー大

■誠実な人になりましょう。青少年は 管長の勧告について再検討し,話 し合

教会に忠誠を尽くし,交 わした聖約に忠 うよう勧 め られ てい ます 。 そ うす ること

実で あるべ きです。 で,彼 らは 自分 たちの生活 の中 でヒンク
けんそん

■謙遼な入になりましょう。謙遜な青 レー大管長の勧告を実践できるようにな

少年 は主 に導 かれ,祈 りの答 えを受 ける るで しょう。 この指 針 に従 うことに よっ

で し ょう。 てもたらされる喜びを青少年が実感でき
.

■ よ ぐ祈 る人 に な りま しょう。 青 少 年 るよう,働 きか けて くだ さい。 そ して ヒ

は神からの助けが必要です。後ろめた ンクレー大管 長の勧 告 に従 って生 活 しよ

い気 持 ち を感 じることな く主 に語 りか け うとする彼らの努力を認めてあげてくだ

られ るよう生活 すべ きです。 さい 。 □

子どもを教えるように
.両親を励ます

プの集会 で,ヒ ンクレー大 管長 に より提 願糠 を遠ざけるよう教える。違法な

示された以下の勧めを再検討し, 自分 の 薬 物 を用 い る人 は,自 制心 を失 い,そ

子ど もたちとともにこれ らの勧 めに関 して のような習慣を維持するためにはどんな
嚇

話し合いの場を持つよう両親を励ますご ことで もす るようになる。

とに より,両 親 を助 けることがで きます。 ■正直という美徳を教える。正直な人

■良い友情を築ぐよう子どもたちに教 は清い良心と汚れのない評判を得ること

える。 教 会 の青 少 年 は,良 い影 響 を与 が で きる。

える友 人を選ぶべ きで ある。 ■高潔であるように教える。性的な衝

■教育の大切さを教える。教会の青少 動は不屈の自制心によって抑制しなけれ

年 は,教 育 を受 けるため に払 った努力 に ばならない。
｢

見合 った報 い を十分 に受 けることになる。 ■子どるたちに, .主の宮で結婿する

彼 らが 能力,技 術 を発 達 させ ることによ μを待ち望むよう教える。いかなる種類

り,教 会 も祝 福 を受 けることになる。 の悪に も染 まらず に,結 婚 の聖壇 にひ ざ

■子どるたちに身尊心を教える。大管 まずく。夫は離婚を招くような状況に身

長会および十二使徒定員会は,入れ墨を を置 くことのない ようにす る。また,離 婚

入 れ ることや 女性 が 一 組のイヤ リングを に至 るような態 度 を避 けるべ きであ る。

着 けるために,耳 に最小 限の穴 を開 ける ■子 どもた ちに祈 ることを教 える。 個

こと以外の目的で体に穴を開けるような 人的な助けや導きを求めて神に近づくこ

ことがない ように勧 めてい る。 とが で きるのは奇跡 である。■
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伊 半 島の 南 紀 白 浜 か ら山手 へ 車

紀で 半時 間余 り,す ばらしい渓谷 美
ひ き が わ

を見せ る 日置 川 流域 の静 か な山あい に,
い ち か の

市 鹿 野 という集 落が あ ります 。そ の町外

れの 日当 た りの いい斜 面 に,建 築 中 の

建 物 が 姿 を見 せ て い ました。 背 後 の 山

に溶 け込 むようなさ りげない緑 の屋根 を

持 つ たたず まいは,周 囲のおお らか な風

景によくな じんでい ます 。

これ は,お もに関 西在 住 の教 会 員20

家 族 ほどが 集 まって建 てる｢銀 の家｣の 最

初 の建 物 で す。 教会 で長 くともに歩 み,

気 心 も知 れ た兄 弟 姉 妹 た ちが定 年 を迎

えるに当た り,第 二の人 生 を,文 字 どお

りの兄 弟 姉 妹 として ともにいた わ り合 い

助 け合 って暮 らす家 を作 ろう そ うし

て発足 したのが｢銀 の家｣で す。
さかもとたレそっ

発 起 人 の坂 本 泰 造 兄 弟 はこ う話 しま

す。｢昔 にさかのぼ れ ば,ま だ独 身 時代

の ときに,岡 町 の教 会 の若 い連 中が 集

まって アパ ー トを作 ろうか とい う話 はあ

った んです 。 そ れで 銀 行 に資 金 の相 談

に行 ったら一 蹴 され ましたけど。(笑)そ

うい う気 運 とい うか,教 会 員 同士 が 一

緒 に集 まって暮 らす と楽 しい じゃない か

という雰 囲気 は,今 か ら35,6年 前 には
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どの 支部 にで も普遍 的 にあった ような気

が します 。

それ が 最 近,た また ま当 時 か らの会

員 の 中 で養 老 院 に行 く人 が あ った りし

て,こ の ままだ とみん なバ ラバ ラになる

な あ と感 じ,定 年 後 の 生活 につ いて み

ん なで話 し合 お うとい うことに な りまし

た。 田舎 に家 を買 って,週 末 になった ら

そ こにち ょっと寄 ってお しゃべ りして過

ごさないか,え えなあ,と 最 初 はそれ ぐ

らいの話 でした。｣

しか し話 はそ のうちに,い っそ老 後 を

み んな で暮 らそ う,体 の不 自 由 な人 が

出 ればみ んなで介護 しよう,と 発 展 して

い きました。そ れに対 応す るもの を作 る

べ く6年 前 にスター トした のが｢銀 の家｣

です 。 まず み んなで積 み立 て を始 め,3

年 前 にはお金 を出 し合 って1,000坪 の 土

地 を確 保 しました。 や が て｢銀 の家｣メ
みやカわやすひろ

ンバ ー の宮 川 靖 弘兄 弟 が立 て た プ ラ ン

を元 に設 計 を依頼 し,建 築 法 規上 の諸

条件 をクリアしてい よい よ建 て始め たの

が 昨年 の10月 半 ばのことで した。

経費 節 減 の ため と,元 建 築 宣 教 師 で
つ ちや とし

教会堂の現場監督の経験もある槌谷敏
お

男兄 弟 と出会 った ことか ら,自 分 たちで

建 築 まで手 が け ることにな りました。槌

谷兄 弟 は30数 年前,ま だ 高校 生 だった

一 時 期
,坂 本 兄 弟 と同 じ支 部 に集 って

い ま した。 現 在 茨 城 県 つ くば市 で建 築

業 を営 む槌 谷兄 弟 は和 歌 山の現 場 へ 単

身赴 任 し,現 場 の プレハ ブに寝 泊 まりし
はやた

て坂本泰造兄弟,息 子の坂本隼太兄弟,
よ こおせいいち

横尾清一兄弟らと4人で作業を始めまし

た。｢単 身赴任までする物好きな人はな

かなかいませんから。ぼくの場合は教会

の建築宣教師を使う現場監督の経験か
しろっと

ら,素 人 と一緒 に仕 事 をす るの は抵 抗

が ない。 普 通の大 工 は嫌が るんです ね。

だか らぼ くなんかそ うい う意 味で はぴ っ

た りの存在 です。｣ま た前 述の 宮川 兄 弟

は水 道 工事 も施工 し,や は り｢銀の家｣メ
ひらかわともまさ

ンハーの平川友正兄弟が電気工事を行

いました。関西の教会の開拓者である彼

らの自立心あふれるその姿は,文 字どお
ほつふつ

り教会 の開拓 時代 を彷 彿 とさせ ます 。

現 在 建 築 中 の建 物 は5家 族分 の居 室

と,皆 で集 まる居 間･食 堂 か ら成 ります。

メンバ ーの 中 にはまだ定 年 に達 してい な

い人 が 多 くい るので,入 居 予 定 を見 な

が ら徐 々に増 築 してい き,最 終 的には20

室 とケ ス トハ ウスで完 成 します。
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そ

｢人 を助 けるの はけっこう楽 しい仕事 で

す,だ か らみ んな嫌 じゃないんで す よ。

まず一 義 的 には自分の幸 福 のために 『銀

の家 』をや って いるんで すけ れ ど,幸 福

とは,安 心 して暮 らせ ることだけでな く,

自分 という人 間 を他 人 のために役 立て ら

れ るとい う,そ こが やっぱ りいちば んの

ポ イン トだ と思 い ます。 だ か ら一人や 二

人 介護 を要 す る人 が いてい いんです よ,

そ れをみんなで お世話 す るとい う楽 しみ

が あるじゃないですか。 人 間って奉 仕 で

きる部分が あるとうれ しいんです よ。｣

キ リス トの貫葉 で生 ぎる

周 囲 には,こ れ まで例 の ない ことに挑

戦 す る｢銀 の 家｣の 先 行 きを心 配 す る声

もあ ります。 槌 谷兄 弟 はこう話 します。

｢泰 造 さんをよく知 ってい る人の 中に も,

そ うい うのは うまくい か ないって意 見 の

人 もあ るけれ ど,で もや ってみ ない うち

か らそれ は言 えない と思 うんです ね。逆

に,や って み るだけ の価 値 は,十 分す

ぎるほ どあると思 うか ら。｣

他 人 を家 族 として考 える,と い う理念

の 中で,お 互 い の礼 儀 す なわ ち人 聞 関

係の距 離 のバ ランスが スムーズに確 立 さ

れ れば 大 丈 夫,と 坂 本 兄 弟 は考 えて い

ます 。｢そ の辺 でギ クシ ャクす る ように

なって,御 飯 も別 々に食 べ ようとか,世

界 が分 か れていった ら,ま あ難儀 やろな

あ と思い ます。 そ こは実 際 にや ってみ な

い と分 か らない ですね。｣
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そ れ は シス テ ム と

い う より参 加 す る個

人の 資 質 や 相性 の問

題 か もしれ ませ ん。

｢そ う,資 質で す。 し

か し資 質 に頼 って し

まうとこれは難 しいの

で,結 局 その ように

講

変 われ ること ほ くた ちは悔 い改 めの

できる人 間だか ら,そ れ を信頼 す るんで

す よ。だ か ら トラブルが あった らそ こで

話 す 。聖 典 を開 いて,こ う書 い てあ る,

やっぱりそれに従 って生 きようやないか,

ほん まにそ うや,と そ う思 えば変 われ る

と思 い ます 。 それ は もう,ぼ くた ちが

『銀 の家 』で暮 らす ため の基 本 になるべ き

なんだ。 問題 に行 き当 たったら,キ リス

トの言 葉 に探 し求 め て,必 要 な知 識 は

そこか ら得 る。 ぼ くた ちはこ ういう言 葉

で生 きる人 間 なんだ とい うことをお互 い

の基 盤 として確 認 して,そ うなれる人 と

して,ぼ くたちは一緒 に住 む わけですか

ら。 それが や っぱ り肝 心 だ と思 い ます 。

その ことを抜 きにして 自分 た ちの持 って

いる趣 味 とか 好 き嫌 いで何 で もやろ うと

思 ったら,ま あ難 しい。 そこが 世の 中の

福祉 と根 本 的に違 うところです 。

そのため にや るんです 。主 の示 された
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北側の窓から見える自然豊かな市鹿野の里山。

教会の青少年かキャンプのようにして泊まりに

来てくれたらいいなあ と坂本兄弟は話す。

ように隣 人の ため に生 きることを喜 び と

し,そ れで 命 と救 いの道 に入 ろう,と 決

心 している。 その ため の努力 は惜 しまな

い ことです ね。 年金 が余 ったら人 のため

に使 お うじゃないか とい うの も同 じ線 上

の発想 です 。だか ら,失 敗 はないはず。｣

今｢銀 の家｣の 最 年 少 メ ンバ ーは坂 本

兄弟 の息子 さんの隼 太 兄弟 です。定年 に

達 して いない彼 らは毎 月の積 み立て金 で

『銀 の家 』を支 え続 けてい ます。｢ぼ くの面

倒 を見 た人を(定年 になった)隼 太が 面倒

見 る,とそうい うふ うに順 番で次 か ら次 に

入 って来て,そ こにいるお年寄 りを喜んで

お世 話 してあげ る。 そ ういう人 が来 ない

とだめなんです。これ が きれいに動 くよう

になれ ば,100年200年 とこの制度 がずっ

と維 持 されて,こ こで暮 らす 人 たちは天
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艦
国へ の道 をた どる こ 野 需

とになるわけです。

これ が うま くい く

ん だ った ら,ほ ん と

うに全国 的に『銀 の家

を作 る 会 』を作 って

みたい と思い ます よ。

ぼ くか らエ ネ ルギ ー

1ヴ

凱 脳
､

ア ぞ メヘ グ

纏 織 馨
購

戸

田 謬,観 置署

毒1
お くゑ

難 編
『

ア

というか考 え方 を少 し分 けて,そ して地

区 ごとに世 話役 を立 てて。･… しか し 自

分 の財 産を出 してや ってい くとい うのは,

相 当な勇気 が 要 るみたい です ね。 で も,

日本 中あち こちにそうした家 が10も15も

あって,そ こを体 験で 泊 まり歩 いて,わ

た しはここが ええわ,っ て選 べ る時代 っ

て,い い と思 いませ ん?家 同士 であ る

程 度交 流 した りしてね,楽 しいで しょう。

同 じ世 代 で話 も合 うし気 楽 な もんで す。

これ は完全 な老 人 の 自立 です 。 政府 の

福 祉 の人が 聞 きに来 ます よ,ど うして そ

んなにうまくい くんですか,っ て。(笑)｣

生 涯 の 残 りを,お 互 い を支 え,自 分

の時 間 と才 能 とお金 を出 して互 い に愛 し

合 い助 け合 って皆 で暮 らしてみる そ

れはアメリカ大 陸 をイエス･キ リス トが 訪

れ られ た後200年 間にわた って続 いた古

代 アメリカの幸 福 な社 会を思 わせ ます 。

｢彼 らの中 にはまったく争 いか な く,

論 争 もな く,皆,互いに公正 に振 る舞 った。

また,彼 らはすべ てのもの を共 有 した

ので,物 持 ちも貧 しい者 も,束 縛 された

者 も自由 な者 もなく,皆 自由であ り,天
たまもの

の賜 物 に あず か る者 とな っ た。｣(4ニ ー フ

ァイ12-3)
なり

｢この｢銀 の家 』に来 て,あ れ に倣 うよ

うに暮 らす,ほ くはやっぱ りそれが いち

ばんだ と思 います ね。 人 間はほん とうに

そ ういうふ うになれ るのか なれないのか,

なったときはほ んとうに幸 せ なの か,そ

れ を試 してみ る機 会 が,実 際 問題 とし

てあ るような気 がす るんです よ。｣

走 りなが ら考 えて

ます,と 語 る坂 本 兄

弟 は じめ｢銀 の家｣の

人 々は,む しろ現 役 灘 鑛
のダ 　れ

世 代 よ りも若 々 しい 難 照･

榊 に満ちあふれて 灘 難 踊
い る よ う感 じ られ ま 鰯 凱 ㌦

撒 難 鄭

した 。 ■.穿 脇
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し
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最
後
に
残
る
も
の
は
家
族
の
愛
で
す

訪
問
看
護
の
現
場
か
ら

。､㌦･認 課_

腱 ヨ の上て死にたし'｣という諜 か鵠古勅'
且 ら日本にはあります。昨年の4月から

介護保険法か施行され その中で訪問看護

婦という仕事も社会の中でクロースアップさ
き ょっ ふ と

れてきました。東京都町田市に住む刑部登
し こ

志子姉妹は訪問看護婦になって7年 目です。

｢以前は病院て働いていましたが ある時期

家庭に入って『家っていいな』と実感 しました。

そうした中で 死ぬときだけ病 院に連れて来

るというのは変しゃないかと思ったんてす。

何人も自宅てみ とりました。死ぬときって
カん

ただてさえ苦しいじゃないですか。ても癌の

患者さんなど リラックスするのて病院にい

るより痛みが少ないんですね。痛み止めの薬

も少な くて済むんです 。それ で 家族 の持

つカはすこいな と思いました。家で亡くな

るのはとても自然で幸せなケースが多かった

です。たたそれには周りの家族の愛情が必要

なんですけと。

訪問看護を始めたころはまだ病院でみとる

のか一般的て 本人が望んでも家族か不安に

なって病院に入れてしまったり だからま

ず本人そして家族も 死に立ち向かえるよう

ケア しなけれはなりません。親 しくな った患

者さんとは時々話すことはあるんてす。ふす

まの向こうへ行くたけなのよ って。日本人に

はふすまという話葉が分かりやすいんてす。

当初は トクターの意識もまちまちで この

家族は立派に自宅でみとれると思っても 土

壇場 の ドクターの判断 て救急 車を呼んで気

ました。｢会 話が できな くて も表情 で わた

したちはたくさんのことを理解 し合 うこと

が で きました。特 別養 護老 人 ホームにい

るときには,う つ ろな表 情 で したが,我

が 家 に戻 ると急 に明 るい表 情 に変 わりま

した。 また,父 が母 の顔 のマ ノサ ージを

していた ので,し わ も減 り,ほ ん とうに

別人 のように明るくなってい ました。｣

織 田姉 妹 によれば,介 護 をしていると

大 きな4つ の変化 が 訪 れるそ うです 。介

護す る人 の態 度 が｢戸 惑い,拒 否,あ き

らめ,受 け入 れ｣の 順 で時 間 をか けなが

ら変わ って くるとい うのです 。｢｢戸 惑い』

や『拒 否』の段 階で介 護 をしている人 たち

は,介 護 が とて もつ らく,苦 しい状 態 で

す 。 しか し,長 く介護 していれ ばいるほ

ど,患 者 さんに感謝 の気持 ちが起 きてき

ます 。長 く介 護iするほど『あ りが たい』と

い う気持 ちが 出て くるんです。

響 最初 の 『戸惑い』や 『拒否 』の
戦

段 階 で患 者 さんが 亡 くな る
罎耕_

霧

羅雌

輩

.
夢

歩

働

管切開なと延命処置をはたはたとすることも

ありま した。すこく苦しい最期てす。ほんと

うに治る見込みがなかった ら,最 期はお子さ

んたちに手を握 ってもらって看護婦は下がっ

てそれでいいんてす。死ぬ前に一人一人家

族を呼んで話すような 大人の死に方ができ

れはいいんですけれど。人生 の最後の時間

はその人のものた から 血圧なんか測らずに

その人がいちばん話したい人と話させれはい

い。家庭てはそれがてきるんです。

ある患者さんが亡くなって そのお宅へ行

ったら 布団の上には一っと紅葉がまいてあ

ってとてもぎれいたったんてすよ。お母様は

自然が好きだったから,と 庭の野菊が切 って

あって 病 院では絶対そんな ことてきな

い。すこくいいなあと思いました。

在宅看護ては家族の存在が80パ ーセン ト

てす。家族関係がうまくいかない人 は家でみ

と りはてきません。家族が耐えられなくて

介護疲 れから虐待が起 きることもあ ります。

自分のいちはん悪いところを見せるのは家族

なんです。外の人には愛想良くしても 疲れ

ているとき子 ともにニコニコするのはすこく

大変です。イエス様が いちはん弱い人にし

たことはわた しにしたことたとおっしゃるの

はすこくよく分かる。権力やお金のある人に

ヘイコラするのは簡単てす。でも弱くて何も

見返りがない人に,お むつを換えてあけた り

お水を飲ませてあけたりと親切にするのは難

しいものてす。また学歴も財産も権力もあっ

か った』とか 『疲 れた』という気 持 ちしか残

りませ ん。 しか し,『受 け入 れ 』の段 階に

ある人たちは,患 者 さんと離れ たくない,

いつ まで も一 緒 にいたい とい う気 持 ちに

なって きます 。｣

織 田姉妹 も最 初 は｢何で こっちがや って

あげ ているのに,分 か って くれ ない のだ

ろう｣と 自分 の立 場 だけ を考え,相 手 の

気 持 ちを察 す るこ とをしてい なか ったそ

うで す 。 しか し,福 音 の教 えの ように,

相 手 の気 持 ちを尊 重す るように心 が ける

ことで,ほ ん とうに相手 が して ほしいと

願 うことを察 す ることがで きるようにな り

ました。母 親 との介 護 を通 じて,何 度 も

神様 の教 えを実感す る経 験をしました。

｢食べ物 の飲 み込み が悪 くな り,細 かい

きざみ食,ミ キサ ーにかけた流動食,ベ ビ

ーフー ドなどをミックスさせ た りして
,毎

食1時 間 くらいかけ て食 事 をさせ ました。

それで もむせ るので,吸 引器 は必 需 品で

した。 むせ たら肺 炎 を覚 悟す るように言

われていたので,初 めは食 事の時 問が い

ちばん緊 張 しましたが,慣 れ てくるに従

って,母 と過 ごせ るこの時 間が,と て も

織田姉妹と

お母さん。
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ても 体が動かなくな って水も 自由に飲 まぜ

てもらえない人もいます。家族の問題はお金

で解決はできません。そうした現場を見てい

ると 福音の価値がよく分か ります。

お年寄 りを見てきて実感するのは,自 分の

意志があって体の動 くときしか善いことはて

きないんだということてす。引退してから余

裕ができてか ら善 いことをするのて はなく

今 できることをすれはいいと思います。

たれもか迎える死 に当たっては,信 仰と希

貴 重 な幸 福 な時 間 に感 じられ,い つまで

も続いて ほしい と願 うようになりました。｣

そ して,介 護 を続 けているうちに,い

つ の 日か織 田姉妹 のお母 さんは家族 にと

って特別 な存 在 になってい きました。｢最

初 の段 階で は大 変だった介 護が後 半 にな

るにつれ,母 が天 使 の ように思 えてきた

ん です 。何 も分か らないので,い つ もニ

コニ コしてい るんです が,こ ち らが 理解

を示 さないと,そ の感 情 は母 に も伝 わ り

ます。 言葉 を交 わさないの に気 持 ちが通

じ合 い,わ た したちの心 を写す ようなニ

コニコ した天使 で した。 わた しだ けで は

な く,家 族全 員 が天 使 とい るような気分

で した。介 護 を通 じて神様 に試 され てい

る ことが分 かると,だ んだ ん母 の悲 しみ

が 分 か るように なり,母 に少 しで も平 安

な時 聞 を過 ご して もらいたい とい う気 持

ちが 出 てきました。 赤 ちゃんが 笑顔 で家

族 に幸福 をもたらして くれるように,母 の

笑顔 もまた,わ たした ち家 族 に幸 福 をも

た らして くれま した。 いつの 間にか母 の

笑顔 を見 ることが わた したちの楽 しみで

あ り,生 きが い となってい ました。｣

←

午
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